
（６）医療療養病床・介護療養病床の転換意向
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介護老人保健施設 特別養護老人ホーム 有料老人ホーム 軽費老人ホーム グループホーム

廃止 その他 未定 無回答等

医療療養病床の転換意向は、医療療養病床にとどまるが140,623床（63.2％）、一般病床へ13,149床（5.9％）、
介護老人保健施設へ5,181床（2.3％）であり、未定は58,788床（26.4％）であった。

（出典：「療養病床アンケート調査」（厚生労働省老健局 平成１９年３月））
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介護療養病床の転換意向は、医療療養病床へ27,208床（23.4％）、介護老人保健施設へ23,681床（20.4％）、
平成23年度まで介護療養病床にとどまるが12,607床（10.9％）であり、未定は42,756床（36.8％）であった。
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(入所前の場所） 退所者 6,121 人 （退所後の行き先）
(100.0%) 介 (100.0%)

家庭 18.3 護 17.9 家庭
特別養護老人ホーム 1.9 療 5.1 特別養護老人ホーム
その他の社会福祉施設 0.3 養 1.1 その他の社会福祉施設
老人保健施設 4.6 型 9.9 老人保健施設
医療機関 71.8 医 37.3 医療機関
その他 3.2 療 27.0 死亡

施 1.8 その他
設

平均在所日数 359.5 日
医療機関　→ 医療機関 31.7%
医療機関　→ 死　　亡 20.4%
家　　庭　→ 家　　庭 10.3%

(入所前の場所） 退所者 19,966 人 （退所後の行き先）
(100.0%) (100.0%)

家庭 45.7 39.2 家庭
特別養護老人ホーム 1.2 7.0 特別養護老人ホーム
その他の社会福祉施設 0.5 2.1 その他の社会福祉施設
老人保健施設 6.4 9.4 老人保健施設
医療機関 43.5 38.5 医療機関
その他 2.6 2.2 死亡

1.6 その他
平均在所日数 230.1 日
家　　庭　→ 家　　庭 30.5%
医療機関　→ 医療機関 25.9%
家　　庭　→ 医療機関 8.7%

老
人
保
健
施
設

・介護療養型医療施設では、１８％が家庭復帰し、２７％が死亡退所している。
・老人保健施設では、３９％が家庭復帰し、死亡退所は２％である。

（７）療養病床及び老人保健施設における入退所の状況

（出典：「平成１５年 介護サービス施設・事業所調査」（厚生労働省老健局 平成１５年９月））
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（８）介護療養型医療施設・老人保健施設における夜勤の人員配置基準

現行の老人保健施設の夜勤の人員配置基準では、医師及び看護職員が配置されて
いない場合も認めている。

介護療養型医療施設 老人保健施設

人員基準 夜勤基準 人員基準 夜勤基準

医師
３以上

４８：１以上
病院の場合
当直が必要

６：１以上

６：１以上

３０：１以上
最低２以上

うち１人は看護職員
夜勤職員１人当たり
月平均夜勤時間数
は６４時間以下

常勤１以上
１００：１以上

－

看護職員
３：１

（うち看護２／７程度）

介護職員
３：１

（うち介護５／７程度）

施設につき２以上
（４０人以下の施設
で、常時連絡体制を
整備しているものは
１以上）

月平均夜勤時間数病棟単位の夜勤職員の配置単位数介護療養型医療施設

７単位

１４単位

２３単位

看護職員＋介護職員が２０：１以上

（最低２人以上、うち１人は看護職員）

看護職員が２０：１以上（最低２人以上）

看護職員が１５：１以上（最低２人以上）

Ⅲ

Ⅱ

７２時間以下Ⅰ

夜間勤務等

看護加算
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